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 曇天の朝だが、心は晴れやか。大切な日のいつもの習慣。父の腕時計、恩人のタイピン、

そして今日は松井新監督に寄せて、紺のスーツに紺のネクタイとチーフで吉中に向かった。 

 

 本当に皆、一生懸命練習してきた。歌の出来以上に、その一生懸命さが心を打つのだ。 

 ９時の会場にまだ 30分以上あるのに、生徒玄関には早くも保護者の長蛇の列ができた。

各学級からは仲間を鼓舞するメッセージで埋め尽くされた黒板を前に、最後の調整をする

歌声がどこまでも響き渡ってくる…。 

 もうね、それだけで十分。君たちから素晴らしいプレゼントをいっぱい貰った。 

 

 そして音楽祭は始まった。 

この緊張感の中、先頭打者の重圧を背負って１年３組が「あさがお」を見事に歌い切っ

た。「まっすぐ」の歌詞が真っ直ぐ胸に突き刺さった。２年４組の「ぼくらは 生きる」の

連呼が切ない。目の奥の涙を引っ張ってくる。気づいたらもう３年、って感じだった。 

３年生の合唱は「見ててください」という諸君が何人もいたがその通り。さすがとしか

言いようがなかった。男女とも身体を大きく揺らしながら、堂々と自分を隠さず、身体中

を表現の塊にして聴衆にぶつけていく姿が、後輩たちの眼にきっと焼きついたと思う。そ

の伝承こそ吉中の伝統というのだ。 

実は３年６組が一番心配だった。しかしあの難曲を、最後の最後であそこまで完成させ

るとは驚いた。本番が一番よかった。６組の挑戦は成功した。 

 

嵐のように 17曲、夢のような時間が終わってしまった。大トリの３年２組のアカペラを

聴きながら、もう校内に響く歌声が聴けなくなる寂しさでいっぱいになった。 

 

９月の体育祭から始まった「西蒲の雄」我が吉田中の三大行事は、二週間前の真和祭、

そして集大成の音楽祭で幕を閉じた。私はこの盛り上がりは県内一、いや日本一、世界一

と言っても過言ではないと思う。校長がこんなに行事を満喫できる学校は、吉田中を置い

て他にない。 

 大好きだ吉田中‼ 大好きだ吉中の子どもたち‼ 本当にしあわせな素晴らしい時間をあ

りがとう‼ この至福の瞬間を、私は生涯忘れることはないでしょう。 

  


